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 （１）合い議案件の審査 

    第１９号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について ・・・・ ２ 

           （付託委員会：総務企画委員会） 

 （２）付託案件の審査 

    第 １号議案 令和８年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） ・・ ３ 

 （３）諸般の報告 

   ①大分県立図書館休館日及び開館時間の見直しについて   ・・・・・・・・ ９ 

   ②県立別府やまなみ支援学校の移転開校の進捗状況について  ・・・・・・１０ 

   ③県立学びヶ丘中学校の進捗状況等について   ・・・・・・・・・・・・１１ 

 

 

令和８年３月１９日(木) 

大分県教育委員会 
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第19号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

１－１ 改正の背景

・使用料及び手数料は特定のサービスを受ける者がその受益に応じて負担すべきもの（受益者負担の原則）

・昨今の人件費・物価上昇に伴い、サービス提供に必要な経費は増加傾向であることから、全使用料・手数料を対象に一斉検証を実施

・施設の維持管理費や事務に要する経費について、人件費や物価の上昇に伴う増加経費等を試算（国の標準令等に準拠するものを除く ）

→試算の結果、現行単価を上回るもののうち、九州各県で統一単価を設定している手数料 を除いた、411件を増改定する。

併せて、障がい者や母子・父子家庭の者などの福祉施設利用料は無料とするなど一定の配慮も行う。

１－２ 検証の内容と結果

※ 教育職員免許状関係

※ 県立高校の授業料や入学料等を含む

１－３ 主な改正内容（教育委員会関係）

影響額
（千円）

改定率
改定額
（円）

単価（円）
単位事務名称

改定後改定前

1,395

武道スポーツセンター

使
用
料

683.0%4,000138,000134,00012時間センター使用料

2222.8%10370360人/回トレーニングルーム使用料

342
フェンシング場

11611.4%2402,3402,100午前アマチュアスポーツに使用する場合

193
歴史博物館

1709.7%30340310人/回常設展観覧料（一般）

413香々地青少年の家
九重青少年の家 16010.5%40420380人/泊宿泊料（県内利用者・高校生）

25.3%40800760一時間照明設備使用料（体育館）県立高等学校

73.2%10320310一時間照明設備使用料（体育館）県立特別支援学校

・単価の伸び率(平均値) 使用料＋6.7％、手数料＋7.2％
※平均伸び率は人件費や物価、光熱水費の伸びと同等

人件費＋9.3％（R3→7）、消費者物価指数＋6.9％（R3→6）
光熱水費＋5.5％（R3→6）

※

※

影響額（教育委員会関係分） 2,352千円

〇県立学校の体育館空調設備設置に伴い、学外の体育館利用者が使用する場合の使用料を新設
【単価設定の考え方】

県立高校、特別支援学校の空調設備に係る電気代等実績から時間当たり単価を算出し、１時間当たり高等学校で2,260円、
特別支援学校では1,120円を新設

令和８年４月１日

２ 事務の新設 ３ 施行日
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【合い議案件】
　教育財務課
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【付託案件】　第１号議案　令和８年度大分県一般会計予算
　　　　　　　　　　　（本委員会関係部分） 教育財務課
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（９３）
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（１）休館日 （２）開館時間

～19:00 ～20:00 ～21:00

毎週月曜 平日・土 9:00～19:00
毎月末日 日 9:00～17:00

毎週月曜 平日 10:00～20:00
毎月末日 土・日 10:00～18:00
毎週火曜 平日 9:30～19：00

毎月最終金曜 土・日 9:30～17：15

毎週月曜 平日・土 9:00～21:00
毎月25日 日 9:00～17:00

平日 9:00～20:00
土・日 9:00～17:00

6 2 4 3 4 1

県　名 曜日 開館時間
平日の閉館時間

県　名 内　容 毎週１日 その他 + 毎月１日

○福岡県 ○

○佐賀県 毎月最終水曜

○

佐賀県 9:00～20:00

福岡県

熊本県 ○ ○

○

長崎県 ○ ○

熊本県 ○

長崎県 ○

○鹿児島県

宮崎県 9:00～19:00 ○宮崎県 毎週月曜 ○

9:00～20:00 ○沖縄県

○ ○

沖縄県

鹿児島県

○大分県 第1･3･5月曜

毎週火曜 ○

大分県○

計計

大分県立図書館 休館日及び開館時間等の見直しについて
１ 見直しの経緯 ３ 県立図書館の現状・課題

施行期日 令和８年４月１日

社会教育課

・ 県立図書館では、多様なニーズに対応するため、関係機関と連携し、
地域課題の解決に資するサービスを提供してきた。

・ 一方で、ワーク・ライフ・バランスの定着を踏まえると、現行の職員体制
では、従来どおりのサービス水準を維持することが困難な状況にある。

・ このため、休館日や開館時間の九州各県並みへの見直しについて、令
和７年２月からパブリックコメントを実施するとともに、大分市民図書館
等で県立図書館の本を返却できるよう、大分市と協議を進めてきた。

平日 土・日・祝

開館時間 ９時～２０時 ９時～１７時

休館日 第１・３・５月曜日

平日 土・日・祝

開館時間 ９時～１９時 ９時～１７時

休館日 月曜日

（１） 曜日・時間帯別の利用状況では、月曜日及び平日１９時以降の利用
者数が最も少ない。

（２） 年末年始を除き、土日祝日は１７時まで、平日は２０時まで交代制勤
務により運営しているが、急な欠勤時の代替対応が必要となるなど、
職員の身体的負担が大きく、生活リズムの維持が困難な状況にある。

（３） 県立図書館で借りた本は、大分市以外の市町村立図書館では返却
が可能だが、大分市民図書館では返却することができない。

４ パブリックコメントの結果

意見提出者４１人から４９件の意見
〈賛成３２件（65.3%）、反対１４件（28.6%）、その他３件（6.1%）〉

賛成意見 働き方改革や経費削減の観点からの見直しへの評価や、職員の
働き方改善によるサービスの質向上を期待する意見があった。

反対意見 月曜日休館への懸念や、平日夜間利用者への配慮を求める声
のほか、必要な人員確保を行うべきとの意見があった。

２ 九州各県の状況

５ 大分市との協議結果

佐賀関と野津原について、大分市内の中でも県立図書館から遠く、高齢化が
進んでいること、また、現行の体制で対応が可能と考えられることから、
令和８年４月１日から佐賀関公民館及び野津原公民館での返却サービスを
開始することとなった。

今回の見直し内容

① 定期休館日を毎週月曜日にする。
② 平日の開館時間を１時間短縮する。
③ 大分市の佐賀関公民館及び野津原公民館において、県立図書館で借りた本

を返却できるようにする。
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【諸般の報告①】



○ 開校までのスケジュール 

令和８年４月 ８日（水）    始業式 

令和８年４月１０日（金）  入学式 

令和８年４月２５日（土）  開校記念式典 

県立別府やまなみ支援学校の移転開校の進捗状況 

令和８年３月１９日 

特別支援教育課 

 

❐ 南石垣支援学校の移転に伴い、別府やまなみ支援学校に名称を改め、令和８年４月に開校 

 ○別府やまなみ支援学校の概要 

 

１ 移転理由 

 第三次大分県特別支援教育推進計画に基づき、特別支援学校設置基準を満たす運動場等 

を確保し、これまで以上に障がいの特性に応じた教育活動を可能とするため 

 

２ 移転先所在地 

別府市大字野田５６５番地（別府羽室台高校跡地） 

 

３ 教育環境の整備 （総事業費 約 22 億 8 千万円） 

○地域に開かれた学校 

・ギャラリースペース  ・見学可能な作業実習エリア 

 

○充実した職業教育のための環境整備 

・喫茶実習室  ・ホテル実習室  ・パソコン室兼販売受注室 

 

○広大な敷地を利用した教育活動の充実 

・運動場  ・体育館  ・園庭 

 

○安全・安心な学校生活のための環境整備 

・バリアフリー改修  ・自校式給食 
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【諸般の報告②】



○ 開校までのスケジュール 

令和８年４月１０日（金）    入学者説明会 

令和８年４月２１日（火）  開校記念式典・入学式 

県立学びヶ丘中学校の開校の進捗状況 

令和８年３月１９日 

義務教育課 

 

❐ 年齢や国籍、学習状況、生活経験など多様な背景をもつ方が集い、学び直せる学校として令和８年４月２１日開校 

○学びヶ丘中学校の概要 

１ 入学願書提出者数（３月１６日時点） 、学級数（予定） 

・入学を希望する対象者のうち、34 名が入学願書提出（うち 8名が外国にルーツがある方） 

 ※年代別 10 代 2 名、20 代 2 名、30代 4 名、40 代 3 名、50 代 9 名、60 代 2 名、70 代以上 12名 

・３学級 ※学年別 １年生 20 名、２年生 9 名、３年生 5 名 

 

２ 教育理念 

年齢や国籍に関わらず、多様な人々が安心して学び直すことができる環境を整え、一人ひとりの 

思いや願いを自らの力で実現し、ともに学ぶ喜びや楽しさを感じながら、自分らしく豊かに生き 

るために必要な資質・能力を育む 

 

３ 学校教育目標 

チャレンジ ～夢や目標を持ち、仲間とともに学び続ける生徒の育成～ 

 

４ 指導上の工夫 

・国語、数学、英語でベーシックコース、スタンダードコース、日本語指導コース（国語、 

英語のみ）を設定 

・特に支援が必要な生徒には、学生サポーターや日本語指導支援員を配置し、学習を支援 

 

５ その他 

  ・通学が困難な方に向けたオンライン講座の開設  

※年間を通じて受講した方に「受講修了証（仮）」を渡す予定 

・高齢者や歩行が難しい方、遠方から通学する方などが利用する駐車場の確保 

・希望する生徒への学校給食の提供 

・学校運営協議会の設置 

・爽風館高校との連携強化（定例会議の実施、教科間の連携会議等） 

10 月 23 日体験教室 

11 月 19 日オンライン体験講座 
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【諸般の報告③】


